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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

1
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
０
１
３
年
１
月
20
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

大
田
洋
二
郎
氏
（
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
歯

科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

周
術
期
患
者
の
口
腔
ケ
ア

日
時　

２
０
１
３
年
１
月
26
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

20
人

対
象　

会
員
・
家
族
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ

「
弥
生
会
計
」パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座
―
決
算
編

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

 

２
０
１
３
年
１
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

会
場　

 

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
５
号
会
議
室
（
千
里
中
央

駅
か
ら
徒
歩
３
分
）

講
師　

清
水
聖
保
氏
（
精
神
科
医
、
東
淀
川
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

40
人

歯
科
に
お
け
る
、精
神
疾
患
を
持
つ
患
者
治
療
の
ア
ド
バ
イ
ス

経
税
部　

院
長
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

２
０
１
３
年
１
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
経
税
部
員
、
中
央
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

自
院
の
決
算
書
を
読
む

日
時　

12
月
13
日
（
木
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
無
料
、未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区

患
者
ト
ラ
ブ
ル
の
最
近
の
傾
向
と
そ
の
対
処
法

　

今
、院
長
が
ぜ
ひ
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は

日
時　

12
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

矢
郷
香
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
歯
科
口

腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

12
月
度
生
涯
研
修

抗
血
栓
療
法
患
者
の
抜
歯
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
抜
歯
時
、抗
血
栓
薬
を
止
め
て
ま
せ
ん
か
？

平尾亥開公園の「大阪
俘虜収容所」の説明板
（下）

南恩加島小学校の地
蔵モニュメント（右）交

流
物
語
る
、捕
虜
の
人
道
的
処
遇

大
正
区

　

平
尾
亥
開
（
ひ
ら
お
い
び

ら
き
）
公
園
の
東
側
、
木
津

川
沿
い
に
大
阪
俘ふ

虜り
ょ
収
容

所
が
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界

大
戦
の
結
果
、
１
９
１
４
年

中
国
に
い
た
ド
イ
ツ
兵
な
ど

の
捕
虜
を
収
容
す
る
た
め

に
、
大
正
区
（
当
時
は
西

区
）
に
設
置
さ
れ
、
７
６
０

人
収
容
し
て
い
た
。
敷
地
面

積
は
８
３
２
５
坪
で
長
屋
50

棟
、
独
立
家
屋
15
棟
が
あ
っ

た
。
16
年
３
月
に
は
火
災
で

15
棟
を
焼
失
し
て
広
い
空
き

地
が
で
き
、
収
容
所
内
で
サ

ッ
カ
ー
の
試
合
が
行
わ
れ
て

い
た
。
17
年
２
月
16
日
、
捕

虜
は
似
島
（
広
島
市
南
区
）

に
移
さ
れ
て
、
同
19
日
閉
鎖

さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
捕
虜

に
対
す
る
扱
い
は
人
道
的

で
、
朝
夕
２
回
の
点
呼
以
外

に
労
働
は
特
に
な
く
、
読

書
、絵
画
、演
劇
、音
楽
、テ
ニ

ス
や
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
と
い

う
。
解
放
後
も
日
本
に
永
住

す
る
者
も
い
て
、
神
戸
の
洋

菓
子
製
造
で
有
名
な
カ
ー
ル

・
ユ
ー
ハ
イ
ム
も
そ
の
一
人

だ
。
大
阪
衛
戍
（
え
い
じ

ゅ
）
病
院
で
没
し
た
捕
虜
２

人
は
真
田
山
の
陸
軍
墓
地
に

埋
葬
さ
れ
、今
も
墓
が
あ
る
。 

　

ち
な
み
に
大
正
橋
の
歩
道

は
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
と
メ
ト
ロ

ノ
ー
ム
を
模
し
、
下
流
側
の

欄
干
に
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

交
響
曲
第
９
番
「
歓
喜
の

歌
」
の
楽
譜
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
、
大
正
区
と
ド
イ
ツ
と
の

交
流
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

本
土
空
襲
の
危
機
が
迫
る

44
年
（
昭
和
19
）
９
月
、
大

阪
市
立
南
恩
加
島
国
民
学
校

３
年
生
の
29
人
が
徳
島
県
美

馬
郡
貞
光
町
（
現
・
つ
る
ぎ

町
）
の
真
光
寺
に
集
団
学
童

疎
開
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
45

年
１
月
29
日
午
後
９
時
頃
、

漏
電
に
よ
り
本
堂
付
近
か
ら

出
火
。
逃
げ
遅
れ
た
16
人
の

命
が
奪
わ
れ
た
。
戦
後
間
も

な
く
16
人
の
霊
を
慰
め
よ
う

と
貞
光
町
の
町
民
や
徳
島
県

内
の
学
校
関
係
者
が
募
金
を

出
し
合
い
境
内
に
十
六
地
蔵

尊
が
建
立
さ
れ
、
46
年
５
月

29
日
に
開
眼
供
養
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
も
地
域
住
民
に

よ
り
供
養
が
続
け
ら
れ
て
き

た
。
南
恩
加
島
小
学
校
で

も
、
毎
年
児
童
た
ち
が
千
羽

鶴
を
折
り
真
光
寺
に
届
け
て

い
る
。
ま
た
、
母
校
に
も
慰

霊
碑
を
と
６
年
生
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
し
た
「
十
六
地

蔵
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
の
除
幕

式
が
２
０
０
３
年
１
月
29
日

に
行
わ
れ
た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
は
高
さ
45
㌢
の
銅
鐸
で
、

台
座
に
は
16
人
の
遺
影
と
名

前
を
刻
ん
だ
銅
板
を
は
め
、

中
に
は
当
日
渡
さ
れ
た
卒
業

証
書
が
収
め
ら
れ
た
。

 
（
つ
づ
く
）

大正区大正区

南恩加島小南恩加島小

平尾亥開公園平尾亥開公園

千島公園千島公園

阪神高速
阪神高速

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

③機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

わが街 わが地区わが街 わが地区
東
大
阪
・
八
尾
・

柏
原
地
区　
　
　

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

　

協
会
の
各
地
区
は
市
民
ま
つ
り
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
会
場
な
ど
で
、
無
料
歯
科
健
診
や
大
阪
府
に
対

し
第
三
次
救
急
医
療
の
充
実
を
求
め
る
請
願
署
名
に

取
り
組
ん
だ
。

診
。
段
野
和
茂
氏
（
東
大
阪

市
）
と
歯
科
衛
生
士
２
人
が

出
務
し
た
。

　

11
月
11
日
の
「
医
療
生
協

か
わ
ち
野
八
尾
圏
健
康
ま
つ

り
」で
は
、雨
天
の
た
め
午
前

で
中
止
と
な
っ
た
が
、
17
人

（
子
ど
も
２
人
・
大
人
15
人
）

が
受
診
。
海
道
充
氏
と
歯
科

衛
生
士
２
人
が
出
務
し
た
。

民
ま
つ
り
」
に
は
貴
島
正

彦
、
中
西
幹
夫
（
各
東
大
阪

市
）、海
道
充
（
八
尾
市
）
の

３
氏
と
歯
科
衛
生
士
４
人
が

出
務
し
、
86
人
（
子
ど
も
37

人
・
大
人
49
人
）
が
受
診
し

た
。

　

11
月
３
日
の
「
八
尾
市
民

ま
つ
り
」
で
は
68
人
（
子
ど

も
42
人
・
大
人
26
人
）
が
受

て
３
カ
所
で
健
診
を
実
施

し
、
延
べ
１
７
１
人
が
受
診

し
た
。
署
名
は
３
カ
所
合
計

で
98
筆
を
集
め
た
。

　

10
月
21
日
の
「
東
大
阪
市

三
島
地
区

　

三
島
地
区
は
11
月
11
日
、

茨
木
社
会
保
障
推
進
協
議
会

主
催
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
健
診
に
取
り
組
ん
だ
。
今

井
彰
（
茨
木
市
）、
藤
井
康

文
（
摂
津
市
）
両
氏
と
歯
科

衛
生
士
３
人
、
助
手
１
人
が

出
務
し
た
。
雨
天
の
た
め
午

前
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
42

人
が
受
診
し
た
。

北
大
阪
地
区

　

北
大
阪
地
区
は
11
月
18

日
、「
と
よ
な
か
社
保
協
フ

ェ
ス
タ
」
で
歯
科
健
診
を
行

い
、
50
人
が
受
診
し
た
。

　

久
保
隆
夫
氏
（
箕
面

市
）、
三
木
正
弘
氏
（
豊
中

市
）
と
歯
科
衛
生
士
４
人
が

出
務
し
た
。
同
フ
ェ
ス
タ
は

豊
中
社
会
保
障
推
進
協
議
会

が
社
会
保
障
の
改
善
に
つ
い

て
市
民
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
初
め
て
取
り
組
ん

だ
も
の
。

大
阪
市
南
部
地
区

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
11
月

11
日
、
大
阪
き
づ
が
わ
医
療

福
祉
生
協
主
催
の
健
康
ま
つ

り
で
「
大
阪
府
の
事
業
で
あ

る
第
三
次
救
急
医
療
（
救
命

救
急
医
療
）
の
充
実
を
求
め

る
」
請
願
署
名
に
取
り
組
ん

だ
。
雨
天
の
な
か
小
澤
力
理

事
長
が
出
務
し
、
１
０
３
筆

の
署
名
が
集
ま
っ
た
。

歯
科
健
診
・
署
名
、各
地
で
旺
盛

東大阪市民まつり＝10月21日、
東大阪市　　　　　　　　　　

医療生協かわち野八尾圏健康
まつり＝11月11日、八尾市　

八尾市民まつり＝11月３日、
八尾市　　　　　　　　　　

茨木社保協フリーマーケット
＝11月11日、茨木市　　　　

とよなか社保協フェスタ
＝11月18日、豊中市　　


